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積雪寒冷地における農業での課題

化石燃料式ボイラ生産コスト（燃料費）
エネルギー情勢に影響

寒冷地では大

–設備コスト 比較的安価

ヒートポンプ（HP）
–高効率運転 自然エネルギー利用 CO2排出低



ヒートポンプ（HP）
–高効率運転 自然エネルギー利用 CO2排出低

⚫空気熱源型HP
⚫生産コスト 寒冷地△：デフロスト

⚫設置コスト 比較的安価

⚫地中熱源型HP
⚫生産コスト 安定運転可 （地中熱利用）

設置コスト 工事費高 （井戸掘削費）
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自然エネルギーの特徴比較



⚫地中熱源型HP
⚫生産コスト 安定運転可 （地中熱利用）

設置コスト 工事費高 （井戸掘削費）

併用





地下水温および外気温の変動



用水路温度および外気温の変動



ヒートポンプシステム
（暖房）

地下水
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ハウス内制御状況（灯油ボイラ）
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ハウス内制御状況（HP）
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ランニングコスト比較
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消雪時間とトータルコストの変動
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電力量料金単価の推移
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消雪時間とCO2排出量削減率
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CO2排出係数の推移
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CO2排出係数とCO２排出削減効果
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各COPとCO２排出削減効果
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ヒートポンプシステム
（冷房）

農業用水



ヒートポンプシステム
（冷房）



農業用水路

用水路



温泉排湯および沢水利用による
ハウス内温度および地中温制御



地域資源による栽培環境創出（空調制御）



温泉排湯熱の多段階利用（カスケード利用）

地中加温熱源
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・沢水を貯水槽へ導水
養液冷却熱源として利用

（その後，夏期のヒートポンプ熱源へ）

局所別温度制御水耕栽培システム

熱交換

熱交換



地域活性化への連携

観光施設（温泉・旅館）

雪室

園芸施設

生育調整種苗

冷熱源
低温貯蔵

出荷調整

排湯熱

農産物の直販・出荷

ローカルエネルギーの地産地消



地域活性化戦略



地域とのつながり
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